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1. まえがき 
阪和自動車道下谷池橋は，西日本高速道路株式会社

では最初の複合鋼ポータルラーメン橋である．複合鋼

ポータルラーメン橋は，耐震性に優れ，施工性向上，

建設コストの軽減，走行性向上，支承・伸縮装置の省

略によるメンテナンス費用の軽減等，有利な面を持つ

橋梁である一方，主桁の変形を橋台が拘束しているた

め，温度変化の影響により，主桁や床版と橋台の接合

隅角部等に大きな 2 次応力が発生する可能性がある．
これまで本橋に関しては，設計，および，剛結部構造

検討，実橋載荷試験による計測について検証報告が行

われている1)2)3)4)．引き続き供用後 2年にわたる追跡調
査を実施してきたが，本報告はそのうち上部構造の伸

縮挙動に関する結果をまとめたものである． 
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図 1 調査断面配置図 

2. 調査概要 
調査は，竣工後平成 19年 1月を初期値とし，４回/

年の計測を 2カ年にわたって実施した．この間に，供
用開始の平成 19年 11月まで周辺の盛土，舗装，付属
構造物設置工事等の整備工事が実施されており，供用

以前における計測は，供用開始後の調査時と舗装の死

荷重，橋台背面土圧等の条件が異なっていた．調査項

目は、三次元光波測定による上部構造の変位．主桁，

床版内部のひずみ，橋台の傾斜とした（図 1）． 
3. 調査結果 
3.1. 温度伸縮による上部構造変位 
供用直後（平成 19年 11月）を初期値と
し以降の変化を図 2にまとめた．温度上昇

とともに主桁は上方に移動し，温度低下に

伴って主桁は元の位置に復帰する．初期値

を下回る温度では下方に移動する．平成 20
年 1月（5.3度）と翌 21年 1月（7.3度）
は，温度変位も少なく同程度のたわみとな

っている．最も大きく移動したのは，9 月
の気温 31 度の時（初期値に対して+18.9
度）であった． 
橋軸方向の変位も同様に高温時に上部構造が伸びることによって橋台が開き，低温時に閉じ，ほぼ元の位 
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図 2 上部構造の変位（橋軸，鉛直） 
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図 3 上部構造の変位（橋軸，橋軸直角） 

 橋軸方向変位 
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温度上昇に伴って面外に移動

する． 

置に復帰していることがわかる．一方，橋

軸直角方向の挙動では（図 3），日照の影

響の強い南側に位置するＧ２桁（三次元光

波測定対象）が温度上昇に伴って面外に移

動する傾向を示した．これは，Ｇ１桁とＧ

２桁の温度差の影響によるものである． 
また，橋台の傾斜角度は，傾斜計による

測定結果と橋台の変位から求めた傾斜角度

とは概ね合致していることがわかった（表 
1．正の値は外側への傾斜を示す）． 
3.2. 解析結果との比較 
温度伸縮による高欄および主桁の鉛直変

位について，設計値との比較を行った．設

計値（初期値に対して+30度）と実測値（初
期値に対して+18.9 度）とを比較すると，
ほぼ同程度の変位量（約 7.2mm 上昇）であっ

た．当初設計では，橋台背面土圧を考慮してい

ないため，実測値の温度伸縮による変位の分布

は，設計直線に対して変位量が大きくなる傾向

を示していた（図 4）．設計土圧を考慮した解
析値と比較すると，実測における変位量は，解

析値を下回る結果となった（表 2）．この結果
から，実橋では上部構造の伸縮に対して土圧の

影響によって橋台が強く拘束されているため，

上部構造の水平変位が抑制され，鉛直変位が大

きくなっていることがわかった． 

表 1 橋台の傾斜 

平成19年11月22日 平成20年1月19日 平成20年6月10日 平成20年9月5日 平成20年11月5日 平成21年1月29日

計測日
Ａ２橋台

-0.010

傾斜計により求めた
傾斜角度　（°）

0.000 -0.008

光波測定距離から求
めた傾斜角度　（°）

0.000 0.040 0.042

0.040 0.045

0.009 -0.013

0.008 -0.006
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図 4 解析結果との比較 

4. まとめ 
今回の調査で得られた知見は下記の通りである． 
温度影響による伸縮挙動の設計値に対して，上

部構造の鉛直変位は大きく，橋軸方向への水平変

位が小さくなっており，橋台の拘束は想定してい

たよりも大きかった．また，日照の違いによって

両主桁の温度伸縮差が生じ，橋軸直角方向への水

平挙動に大きく影響している．今後の設計に際し橋台背面土圧の影響や橋梁の使用環境について十分な配慮

が必要であると考える． 
また，調査時に橋梁各部の点検を実施しているが，橋台基部，床版と橋台接合部，橋面舗装等に竣工後２

年を経過した現在も特に損傷は認められなかった．主桁と橋台の接合部分の橋台コンクリートに微細なひび

われが確認されたが，引き続き観察を行っていく． 

表 2 解析結果との比較 

変位量の比較

条件 設計値 実測値 設計値 実測値

温度＋30℃ 8.01 － 8.08 －

温度＋18.9℃ 5.05 5.09

温度＋18.9℃、＋土圧 9.65 4.82
7.2

鉛直最大変位量
水平最大変位量
A1A2平均値

3.1
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